
助成を受けたい事業及び目標設定

助成を受けたい事業内容について以下の表に記入ください。

ただし設定目標と関連性のあるものに限ります。

事業費

1

2

3

4

例 10,000,000円

対象事業内容

要件

具体的に記入してください 具体的要件

【必須項目】

①付加価値額の拡大

※現状値と目標値を記載

現状値　　　　　　目標値 収入総額から費用総額を控除した額に人件費を加算

した額を用いる。

参照：別表①付加価値額算出方法

※現状は事業実施年度の前年度実績、目標は翌々年

度実績

【必須項目】

②経営面積の拡大（ａ)

※現状値と目標値を記載

現状値　　　　　　目標値

利用権の設定等又は農作業の受託をして現状より経

営面積の拡大を行う。

※現状は事業実施年度現在、目標は翌々年度実績

③農産物の価値向上

※取組内容を記載

新品種の導入、栽培管理技術の改善等による農産物

の品質の向上、加工や契約栽培等の新たな販売方式

の導入等により農産物の価値向上に取り組んでいる

又は取り組むこととしている。

※有機JASの認証を受けている又は受けることとして

いる場合はその旨記載

④農業経営の複合化

※取組内容を記載

ア 土地利用型（米、麦、そば等）と園芸作物（野

菜、果樹、花き等）を組み合わせている場合等で

あって、農産物総販売金額の80％に満たない経営で

ある。

イ 経営面積又は農産物売上高の３割以上の品目転換

を行っている又は行うこととしている。

⑤経営管理の高度化

ア　□取り組んでいる　□取組予定

イ　□取り組んでいる　□取組予定

ウ　□取り組んでいる　□取組予定

エ　□取り組んでいる　□取組予定

オ　□取り組んでいる　□取組予定

ア 農業経営の法人化している又は行う。

イ GLOBALG.A.P又はASIAGAP認証を取得してい

る。

ウ 青色申告を行っている又は行う予定である。

エ 農業版BCP(事業継続計画）を策定している。

オ 労働時間、休憩及び休日について他産業と同等の

労働環境を整備している。

①農産物の生産その他農業経営の開始若しくは改善に必要な機械等の取得、改良、補強又は、修繕

②農地等の造成、改良または復旧

・事業費が50万円以上。

・耐用年数が概ね5年以上20年以下（中古の場合2年以上）。

・トラック、パソコン、倉庫等汎用性が高いものでないこと。

設定する目標について以下の表の記入ください。※※助成を受けたい事業内容に直結する目標であること※※

設定する目標

　目標チェックシート

助成を受けたい事業内容（機械・施設名）

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

直進アシスト機能付きトラクター　80馬力

チェック



⑥環境配慮の取組
ア　□取り組んでいる　□取組予定

イ　□取り組んでいる　□取組予定

ア 化石燃料の削減又は化学農薬・化学肥料使用料の

削減を行っている又は行うこととしている。

イ みどり認定を取得している又は取得することとし

ている。

⑦農作業の共同化 　□取り組んでいる　□取組予定
自らの経営に係る農作業について他の農業者と共同

して行っている又は行うこととしている。

⑧労働時間の縮減

　　□　10％削減

　　□　20％削減

　　□　50％削減

本事業により導入する機械等の活用により事業実施

年度の翌々年度までに、農作業の一部又は全部の労

働時間を何割削減できるか。

⑨輸出の取組 　□取り組んでいる　□取組予定 農作物の輸出を行っている。

⑩新規就農 就農後５年度以内の者

⑪農業者の育成

農業研修生を受け入れている。

就農に向けて必要な技術等を取得できる経営体とし

て都道府県が認めたものである。

⑫女性の取組

ア 申請者が女性であり、実質的に女性が取り組んで

いる。

イ 代表者が女性である又は構成員のうち過半を女性

が占める。

ウ 法人又は任意組織であって、部門間で区分経理を

行っており、女性が当該部門の責任者

⑬関係機関等によるサポート

体制の構築

農業協同組合、農業経営・就農支援センター等の関

係機関。支援機関のサポート体制が構築されてい

る。

⑭経営コストの縮減

※取組内容を記載

作業の効率化、生産資材の効率利用等により、経営

コストの縮減に取り組む。


